






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































てみたい。：薑 氷川川継 （第三図）砲嵯峨 別平城
｡ 4８
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｢源氏物語』と斎王
夫の前坊が、廃太子であるのか、病死であるのかについては、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
六
条
御
息
所
そ
の
人
自
身
は
斎
王
で
は
な
い
。
斎
宮
で
あ
っ
た
井
上
内
親
王
の
場
合
は
、
夫
で
は
な
く
、
息
子
他
戸
親
王
が
廃
太
子
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
異
な
る
が
、
娘
酒
人
内
親
王
の
斎宮退下後の入内という事実。そして、井上内親王は前述のよ
う
に
、
皇
后
を
廃
さ
れ
幽
閉
さ
れ
、
恨
み
を
内
在
さ
せ
て
死
ん
で
い
く
。
そ
こ
が
、
『
源
氏
物
語
』
の
六
条
御
息
所
と
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
六
条
御
息
所
の
情
念
の
深
さ
を
想
起
さ
せ
る
。
た
し
か
に
「
源
氏
物
語
」
の
六
条
御
息
所
の
話
と
井
上
内
親
王
の
話
は
、
厳
密
に
い
え
ば
相
違
点
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
井
上
内
親
王
の
人
生
の
暗
さ
、
闇
の
部
分
と
、
六
条
御
息
所
の
人
生
の
重
さ
と
の
間
に
底
通
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
排
除
で
き
な
い。も
う
一
件
、
早
良
親
王
が
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
に
か
か
わ
っ
た
と
し
て
廃
太
子
に
さ
れ
、
淡
路
に
流
さ
れ
る
途
中
死
去
し
た
と
い
う
事
件
が
同
じ
時
代
に
起
こ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
早
良
親
王
を
死
に
追
い
や
っ
た
張
本
人
で
あ
る
桓
武
天
皇
は
、
早
良
親
王
の
怨
霊
を
恐
れ
、
後
に
崇
道
天
皇
の
尊
号
を
贈
る
。
こ
の
よ
う
な
熾
烈
な
王
権
闘
争
と
廃
太
子
の
事
件
が
、
桓
武
天
皇
と
い
う
一
人
の
天
皇
の
代
に
二
度
も
起
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
怨
霊
の
た
た
り
を
恐
れ
て
、
後
に
尊
号
を
贈
る
こ
と
で
、
そ
の
崇
り
か
ら
ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
井
上
内
親
王
の
場
合
も
、
皇
后
位
を
復
せ
ら
れ
る
が
、
怨
霊
と
切
り
離
せ
な
い
。
そ
こ
が
六
条
御
息
所
と
似
る
の
か
、
こ
の
系
図
第
三
図
に
内
在
す
る
事
実
は
、
「
源
氏
物
語
』
を
構
成
す
る
一
つ
の
物
語
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
。
次
の
第
四
図
は
斎
宮
・
斎
院
の
両
方
を
含
め
た
「
斎
王
と
そ
の
周
辺
」
の
関
係
系
図
で
あ
る
。
こ
の
第
四
図
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
史
実
が
「
源
氏
物
語
」
の
中
に
様
々
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
皇
統
の
伝
わ
り
方
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
代
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
兄
か
ら
弟
に
伝
わ
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
」
に
お
い
て
も
、
桐
壷
帝
の
御
代
の
皇
太
子
は
、
始
め
桐
壷
帝
の
弟
で
六
条
御
息
所
の
夫
で
あ
る
前
坊
で
あり、本来ならこの前坊が次の天皇になるはずであった。しか
し、既述のように物語の中からは消え、光源氏の兄の朱雀帝が
即
位
し
、
次
に
真
実
は
光
源
氏
の
子
で
あ
る
が
、
表
面
上
は
朱
雀
帝
や
光
源
氏
の
弟
で
あ
る
冷
泉
帝
が
即
位
を
す
る
。
史
実
で
は
、
醍
醐
天
皇
の
皇
太
子
保
明
親
王
が
病
死
し
、
皇
太
弟
の
朱
雀
天
皇
が
即
位
す
る
。
そ
し
て
次
は
朱
雀
帝
の
弟
の
村
上
帝
が
即
位
し
て
い
る
。
そ
し
て
朱
雀
帝
に
は
男
皇
子
は
お
ら
ず
皇
統
は
村
上
天
皇
の
流
れ
に
移
る
。
『
源
氏
物
語
』
に
お
いても、前坊が廃されたか、病死したのか、物語上では「前坊」
という名称だけが残り、また、朱雀帝の後に即位した冷泉帝に
も、在位中には男皇子はおらず、朱雀帝の皇統に定まっていく。
形
の
上
で
は
よ
く
似
て
い
る
。
六
条
御
息
所
の
モ
デ
ル
と
も
さ
れ
る
斎
宮
女
御
徽
子
女
王
の
父
親
は
、
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
詩
文
を
よ
く
し
、
音
楽
に
も
秀
で
た
と
い
う
重
（瀧５）
明親王である。母は藤原忠平の娘寛子である。
しかし病死した前坊保明親王の室が中将御息所とよばれ、後
に
重
明
親
王
の
室
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
斎官女御徽子女王の母がどちらであるかはここではおくとして、
その娘が斎宮の任果てて後入内し、生まれた子が斎宮となり、
そ
の
斎
宮
と
と
も
に
伊
勢
ま
で
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
も
「
源
氏
物語」と一部重なる。全く重なり合うのではなく、微妙にずれ
な
が
ら
も
重
な
る
の
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
我
が
子
斎
宮
と
と
日本文學誌要第７５号4９
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も
に
行
く
人
が
六
条
御
息
所
で
あ
り
、
そ
の
斎
宮
が
後
に
入
内
し
て
斎
官
女御と呼ばれ、後に秋好中宮になっていく。また微子女王の父
基
経
源
唱
ｌ
更
衣
周
子
源河穏
子 帥醍
醐
皇
太
子
（
病
保
明
親
王
Ⅲ
朱
雀 中
将
御
兄
子
ら
元
子
獺弼廊瀞丑（六条斎宮）
※
師
輔
〃郷はすべて斎王である
源
高
明
親
重
明
親
王
の
母
は
更
衣
で
あ
る
が
そ
の
父
親
は
河
原
大
納
言
と
呼
ば
れ
た
源
昇
で
あ
り
、
河
原
院
の
持
ち
主
で
あ
る
源
融
の
息
子
で
あ
る
。
ま
た
皿込巾阜Ｍ
ｍ
女
（第四図）女王
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｢源氏物語』と斎王
斎
宮
の
任
果
て
て
後
に
師
輔
の
室
に
な
っ
た
雅
子
内
親
王
は
六
条
斎
宮
と
号
せ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
兄
の
源
高
明
は
安
和
の
変
で
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
、
高
明
の
娘
を
妻
に
し
て
い
た
為
平
親
王
は
王
位
継
承
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。
こ
の
辺
り
に
な
る
と
「
橋
姫
」
に
描
か
れ
る
源
氏
の
異
母
弟
八
の
宮
を
、
弘
徽
殿
の
大
后
が
東
宮
、
後
の
冷
泉
帝
を
廃
し
て
世
継
ぎ
の
君
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
が
、
思
い
合
わ
さ
れ
て
く
る
。
一
条
天
皇
が
紫
式
部
を
評
し
て
「
こ
の
人
は
日
本
紀
（
六
国
史
）
を
こ
そ
読
み
た
る
べ
け
れ
」
と
言
っ
た
と
い
う
話
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
が
、
確
か
に
そ
の
通
り
で
、
紫
式
部
が
見
聞
し
た
り
、
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
た
史
実
や
事
柄
が
実
に
上
手
に
人
々
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
、
刺
激
す
る
形
で
、
「
源
氏
物
語
」
の
話
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
創
作
方
法
を
採
る
こ
と
が
、
享
受
者
の
一
層
の
興
味
、
関
心
を
さ
ら
に
か
き
た
て
、
物
語
世
界
の
読
解
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
六
条
御
息
所
の
人
生
も
性
格
付
け
も
、
そ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
考
え
出
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
方
法
が
よ
り
高
度
の形で発揮されるために、歴史上のさまざまな人物の人生が、
紫
式
部
の
眼
前
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
歴
史
上
の
人
物
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
触
発
し
あ
い
、
虚
構
の
中
に
再
生
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
た
と
き
、
六
条
御
息
所
が
創
り
出
さ
れ
る
過
程
に
は
、
特
定
的
な
モ
デ
ル
は
一
人
で
は
な
く
、
歴
史
上
に
生
き
た
た
く
さ
ん
の
人
物
が
い
た
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
様
に
秋
好
中
宮
も
斎
宮
と
し
て
登
場
し
た
時
と
、
退
下
し
て
入
内
し
て
か
ら
の
生
身
の
人
間
と
し
て
の
性
格
は
あ
ま
り
に
違
う
が
、
そ
れ
は
、
本
稿
に
お
い
て
み
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
「
秋
好
中
宮
と
い
う
人
物
が
一
人
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
様
々
の
史
実
を
ふ
ま
え
な
が
ら
多
く
の
人
物
注
１
引
用
の
『
源
氏
物
語
」
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
小
学
館
に
よる。
注
２
斎
宮
卜
定
の
さ
ま
ざ
ま
な
い
き
さ
つ
、
政
治
的
な
背
景
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
酒
人
内
親
王
、
朝
原
内
親
王
、
悟
子
内
親
王
の
例
の
よ
う
に
、
廃
太
子
で
あ
っ
た
人
の
縁
者
で
あ
っ
た
場
合
が
多
い
こ
と
だ
け
を
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
く
。
注
３
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
」
に
は
酒
人
内
親
王
は
桓
武
天
皇
と
同
母
で
高
野
新
笠
と
の
り
、
佐
藤
虎
雄
「
桓
武
朝
の
皇
親
を
め
ぐ
り
て
」
『
桓
武
朝
の
諸
問
題
」
（
古
代
學
協
会
編
）
や
目
加
田
さ
く
を
箸
『
物
語
作
家
圏
の
研
究
」
（
武
蔵
野
書
院
刊
）
な
ど
で
は
そ
の
説
を
と
っ
て
い
る
。
山
中
智
恵
子
箸
『
斎
宮
志
』
で
は
、
井
上
内
親
王
と
酒
人
内
親
王
は
母
子
と
見
る
。
そ
の
説
を
採
る
。
注
４
『
源
氏
物
語
」
の
人
物
像
を
考
え
て
い
く
と
『
河
海
抄
」
を
代
表
と
す
る
準
拠
論
や
近
代
の
モ
デ
ル
論
の
成
果
に
行
き
当
た
る
。
田
中
隆
昭
著
『
源
氏
物
語
歴
史
と
虚
構
」
（
平
成
五
年
・
勉
誠
社
）
で
は
「
源
氏
物
語
の
斎
宮
関
係
の
記
述
が
規
子
内
親
王
の
場
合
か
ら
単
に
伊
勢
下
向
の
〈注６）
の
映
像
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
創
造
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
論
ｊ
ｂ
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
多
く
の
人
物
の
人
生
が
複
合
さ
れ
た
た
め
に
、
あ
る
意
味
で
は
秋
好
中
宮
と
い
う
一
人
の
人
物
が
、
全
く
違
う
人
物
の
よ
う
に
造
型
さ
れたのであろう。「源氏物語」における斎王は、「斎宮、斎院」
という、職掌としての、物語上での位置づけに重きは置かれて
い
な
い
が
、
ま
さ
に
政
治
に
翻
弄
さ
れ
て
生
き
た
女
性
と
し
て
、
実
に
見
事
に
描
か
れ
て
、
物
語
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
い
つ
つ
「
源
氏
物
語
」
の中で息づいている。
日本文學誌要第７５号５
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注
５
注
６
この論文は、修士論文「斎王と文学」の一部を加筆修正したものである。
山
中
智
恵
子
箸
「
斎
官
女
御
徽
子
女
王
』
に
お
い
て
、
氏
は
二
日
本
紀
略
』
応
和
二
年
（
九
六
二
）
に
、
「
内
侍
従
二
位
藤
原
朝
臣
貴
子
莞
年
五
十
九
』
と
あ
っ
て
、
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
『
中
務
卿
重
明
親
王
室
家
藤
原
氏
（
貞
信
公
二
女
）
卒
伊
勢
斎
王
（
徽
子
）
母
也
。
佃
斎
王退出」と矛盾し同一人ではあり得ない。」とする。「大鏡」
や
そ
の
裏
書
き
は
、
忠
平
の
娘
は
保
明
親
王
の
室
に
な
っ
て
中
将
御
息
所
と
よ
ば
れ
る
貴
子
一
人
だ
け
で
あ
り
、
保
明
親
王
没
後
に
重
明
親
王
の室になったとのる。また『尊卑分脈」は貴子ともう一人「女
子
」
と
の
る
。
こ
こ
で
は
「
女
子
」
が
も
う
ひ
と
り
い
た
と
見
て
、
寛
する資料は『源氏物語」」
述
べ
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
山
中
智
恵
子
箸
『
斎
官
女
御
時
の
母
親
同
伴
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
み
で
は
な
く
、
卜
定
か
ら
群
行
に
至る叙述の資料を得ていると考えられる」として、詳細な考
察
を
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
成
悠
紀
氏
は
「
六
条
御
息
所
伊
勢
下
向
の
意
味
」
ｓ
日
本
文
學
誌
要
」
第
記
号
）
で
徽
子
女
王
を
モ
デ
ル
と
考
え、「御息所に斎宮の母という役割を付与し、娘と共に伊勢
に
下
向
し
た
徽
子
女
王
の
史
実
を
援
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
論
じ
て
い
る
。
所
京
子
箸
『
斎
王
の
歴
史
と
文
学
」
（
図
書
刊行会）で所氏は、「事実、この規子内親王の伊勢下向に関
す
る
資
料
は
『
源
氏
物
語
』
に
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
子」とのる。ここ一
子と見ておきたい。
注
４
の
田
中
隆
昭
著
『
源
氏
物
語
歴
史
と
虚
構
」
（はらまきこ・博士後期課程一年）
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